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はじめに
　鹿児島県姶良市加治木町日木山に所在する干迫遺跡
は，九州自動車道と東九州自動車道に繋がる隼人道路の
連結点である加治木ジャンクション建設に伴い発掘調査
された遺跡である。
　縄文時代後期中葉の遺構・遺物を中心とした出土品の
情報については，本報告をはじめ何回か整理・公開して
きたが，遺物ケース約3,000箱にも達する膨大な量を適
切に裁き切れていない現状があるのも事実である。記録
保存の精度を高めるために，少しずつ干迫遺跡の補足情
報を整理・紹介していくこととしたい。

１　発掘調査の経緯と経過
　日本道路公団と建設省（現国土交通省）鹿児島国道事
務所は，加治木町（現姶良市）と隼人町（現霧島市）住
吉との間に「隼人道路」の建設を計画し，工事予定路線
内の埋蔵文化財の有無について，鹿児島県教育庁文化課
（現文化財課）に照会した。
　これを受けて，県文化課は1988（昭和63）年度に分
布調査を実施した。いわゆる「隼人道路」全体では，石
塚遺跡・坂ノ下遺跡・春田遺跡の3遺跡の存在が確認さ
れ，発掘調査への流れが出来上がっていったが，加治木
町の加治木ジャンクション一帯は，水田地帯ということ
もあり，遺跡の所在が確認されなかったことから，工事
へのゴーサインが出ることとなった。
　そのような中，1990（平成2）年9月，高架橋工事な
どによる排土の中に，「多量の土器が含まれている」と
いう一町民からの情報が加治木町教育委員会に入った。
連絡を受けた県文化課は，遺跡の有無や範囲を把握・確
認するための発掘調査を同年9月25日から10月8日に実
施し，発掘調査を必要とする範囲が約14,000㎡に及ぶ
ことを確認した。
　これを受け，隼人道路の完成が1992（平成4）年3月
に迫っていることから，1991（平成3）年2月には全面

調査に着手することとなった。
　結果的に発掘調査は，1992（平成4）年3月1日まで
実施され，当初の予定通り，同年3月25日の「隼人道
路」開通の日を迎えることとなった。

２　整理作業及び報告書作成について
　報告書作成に係る整理作業は，発掘調査終了からほ
ぼ1年経過した1993（平成5）年4月から1996（平成
7）年3月まで実施，報告書はさらに1年後の1997（平
成9）年3月に刊行された（文献3）。総数800ページを
超える報告書となったが，圧倒的な物量の多さから，代
表のまた代表選手しか掲載できなかったというのが実態
で，最低限の記録保存にとどまっている状態であること
は前述したとおりである。
　それもあって，隼人道路と同じ国道10号バイパス建
設関係で発掘調査した姶良町（現姶良市）中原遺跡の報
告書（第3分冊）の中で付篇を設け，縄文時代後期中葉
の土器450点を掲載し紹介した（文献5）。本稿は，干
迫遺跡の調査報告第３弾にあたるもので，172点の丸尾
式土器を追加資料として掲載する。

３　紹介資料の概要
　今回取り上げる丸尾式土器は，曽於市末吉町に所在す
る丸尾遺跡の出土資料を標式とする土器である。市来式
土器の後半の土器として意識されていた「丸尾タイプ」
が，後に「丸尾式土器」と独立一型式として設定・提唱
して今日に至っている（文献1）。
　丸尾式土器には，台付皿形土器も存在するが，器種の
多くは深鉢である。ただ，深鉢にも山形口縁や平縁口
縁，「く」字状口縁や外反口縁等があり，その組み合わ
せで大きく4種の形態からなっている（表1）。

姶良市加治木町干迫遺跡の出土資料紹介（１）

鹿児島県立埋蔵文化財センター

Introduction of excavated materials at the Hoshizako site, Kajiki-cho, Aira City (1)

Kagoshima Prefectural Archaeological Center

要旨
　姶良市加治木町に所在する干迫遺跡の発掘調査では，遺物ケース約3,000箱にも達する大量の遺物が出土した。報
告書での掲載は限定的にならざるを得なかったことから，遺跡の実態解明に資するさらなる基礎資料とするため,未
発表の遺物についての補足情報を少しずつ整理・紹介していくこととしたい。今回はその第一弾として縄文時代後期
中葉の丸尾式土器を取り上げる。
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表１　丸尾式土器の深鉢分類

　文献5では，丸尾式土器を第Ⅲ群第5類土器として紹
介した（図1）。
　図1はその文献5で紹介した丸尾式土器の中から，完
形ないし関係に近い資料を抽出して掲載したものであ
る。表1にある4つのタイプが揃って出土していること
がわかる。文献5の中では，ＡａタイプとＡｂタイプが
それぞれが35点，Ｂａタイプが27点，Ｂｂタイプが20
点紹介されている。
　図1を見ればわかるように，器形による違いのほかは
貝殻腹縁部による連続刺突文が施されているという共通
項が特徴的である。口縁部下に斜位の貝殻刺突文を1段
ないし2段めぐらすものや，それに同じ貝殻腹縁部では
あるが，刺突の強弱や大きさ・方向など，若干アレンジ
を加えた連続刺突文が主たる文様となっている。
　そのような中，1と3には，貝殻刺突文の間に多重の
沈線を組み合わせた文様が施されるという，丸尾式土器
の中では複雑で，ある意味華麗な文様が施されている。
これは，前段階の土器型式と考えられる市来式土器の特
徴を踏襲したもので，丸尾式土器の中では最も古い段階
のものと考えられるタイプである。ちなみにＢタイプに
同様な沈線文様は見られない。
今回紹介する丸尾式土器も表１にある4つのタイプに大
別することができる。Ａａタイプから順に紹介していく
こととする。
(１)Ａａタイプ（図2～14：1～104）
　口縁部に4か所の山形頂部をもち，口縁部断面形が
「く」字状を呈しながら外側に開く深鉢形土器である。
1～104の計104点あり，紹介する4つのタイプの中では
最も多い資料数となっている。これらはさらに口縁部下
に多重沈線が入るか否かでさらに二分することができ
る。
　1～33が沈線と貝殻刺突文の組み合わせたものであ
る。
貝殻刺突文は「く」字状を呈する口縁部屈曲の上下に施
されているが，沈線文は屈曲の上位のみでみられ，横位
の連続貝殻刺突文に挟まれるように施文されている。
丸尾式土器に先行する市来式土器の口縁部文様に施され
る横走する凹線が，丸尾式土器の段階になると細線化し
多重化するという傾向がある。凹線から沈線へという流
れを具体的に示すと，線の幅が5～10mmから3～5mm
となる。また本数は2,3本から4～8本が主流となる。
34～104は貝殻刺突文のみの口縁部片である。
(２)Ａｂタイプ（図15～19：105～143）
　口縁部の断面形が「く」字状を呈するのは，Ａａタイ

プと同じであるが，口縁部が平縁を呈する土器の一群で
ある。文様は貝殻を主とする横位の連続刺突文で沈線は
施されない。口縁部屈曲部分の上下を文様帯とする。
39点紹介する。
105～111のように単純な文様から，116～121のよう
に口唇部直下の連続刺突文が加わるもの，さらには斜位
の刺突文の下部に横長の凹点状に連続刺突文を加える
125～143のようなものもあり，バリエーションは豊富
である。
(３)Ｂａタイプ（図19，20：144～152）
　山形口縁を呈し，口縁部は屈曲せずに大きく外反する
一群である。量的には4タイプの中では9点と最も少な
い。文様は斜位の貝殻刺突を横位に連続して施すもの
で，1段と2段のものがある。沈線もなくシンプルな文
様構成である。
(４)Ｂｂタイプ（図21，22：153～172）
　口縁部は外反し平縁を呈する一群である。文様は斜位
を基本とする貝殻による横位の連続刺突文が主である。
多くは1段であるが2段のものも存在する。20点紹介す
る。

　以上の4タイプの多くの施文具がサルボウやハイガイ
などのアカガイ属の二枚貝で，波状を呈する貝殻腹縁部
を利用した連続刺突文が基本となっている。
なかには，56・140～142のように，貝殻腹縁部状の曲
線を若干呈しつつもハイガイなどのような波状の痕跡を
示さないものもある。ハマグリやアサリなどの貝殻利用
も考えられるよう。55も貝殻腹縁状のカーブを若干描
く刺突文であるが，刺突文の一隅に深い刺突痕が残るこ
とから，貝殻ではない細い棒状（笹の茎様）の施文具で
1本1本曲線を描いたと考えられる資料である。「く」
字の屈曲部がやや肥厚気味なので，市来式土器段階の範
疇として捉えられる可能性もある。
また，108は細い竹管状施文具による連続刺突文が施さ
れている。
55や108～111などは，他の器形や文様とは若干違和感
があることから，丸尾式土器の参考資料として把握して
おきたい。

４　出土分布状況から
　図23は干迫遺跡の遺構配置図である。発掘調査では
縄文時代後期中葉の竪穴住居（建物）跡や集石遺構・土
坑などの遺構が多く検出されたが，調査区の中央部をほ
ぼ東西に横切るように検出された自然河川（流路）跡
（Ｒ１と略称）は特徴的であった。
Ｒ１は幅15ｍ，長さ約100ｍに渡ってゆるやかに蛇行
するような形状で検出された。実際には高架橋の橋脚建
設工事によって調査区内のおおよそ半分は削平されてい
た。このＲ１では多くの遺物が検出され，図24右にあ
るように，今回紹介する丸尾式土器もＦ20区やＨ12区
等のＲ１内で多く出土した。図24左では市来式土器の
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出土状況も示したが，一部重なりながらも出土エリアに
若干のずれが見られる結果となっている。
　丸尾式土器の分布は辛川式土器や北久根山式土器，市
来式土器は鐘崎式土器と同様な傾向を見せている。型式
ごとの分布状況については，稿を改めて紹介したい。

おわりに
　以上，干迫遺跡の第Ⅲ群第5類土器：丸尾式土器の追
加資料を紹介した。
　前述のように，干迫遺跡出土遺物については，今後も
機会を作り，順次紹介していきたいと考えている。な
お，これまで公開されている干迫遺跡関連の文献につい
て文末に整理したので参照していただきたい。

【干迫遺跡関連文献】
１　前迫亮一　1992「異系統土器の一接点－南九州に
　おける縄文時代後期中葉の一様相：丸尾式土器の提唱
　－」『南九州縄文通信』8　南九州縄文研究会
２　前迫亮一　1993「鹿児島県姶良郡加治木町干迫遺
　跡」『日本考古学年報』44　日本考古学協会
３　鹿児島県立埋蔵文化財センター　1997『干迫遺跡』
　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書(22)
４　前迫亮一　2002「南の磨消縄文土器－干迫遺跡出
　土土器に見る磨消縄文土器の変遷に関する覚書」『犬
　飼徹夫先生古稀記念論集』犬飼徹夫先生古稀記念論集
　刊行会
５　鹿児島県立埋蔵文化財センター　2003『中原遺跡』
　第3分冊　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報
　告書(54)
６　前迫亮一　2004「南の北久根山式土器－干迫遺跡
　出土資料の位置づけ－」『鹿児島考古』38　鹿児島
　県考古学会　
７　前迫亮一　2005「遺跡概説：干迫遺跡」『先史・
　古代の鹿児島　資料編』鹿児島県教育委員会
８　前迫亮一　2007「干迫遺跡からのメッセージ」
　『加治木史談－八十周年記念誌－』加治木史談会
９　九州縄文研究会・南九州縄文研究会　2012　「鹿
　児島県」『縄文時代における九州の精神文化』第22
　回九州縄文研究会鹿児島大会発表要旨・資料集（石冠
　と軽石加工品の実測原図写し掲載）
10　前迫亮一　2017「南九州における縄文時代後期中
　葉土器の様相－干迫遺跡出土土器を中心に－」『九州
　の縄文時代後期中葉土器－北久根山第二型式～西平式
　土器を中心に－』第27回九州縄文研究会長崎大会発
　表要旨・資料集　九州縄文研究会

（文責：前迫亮一）
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表２　出土遺物観察表　(１)表２ 出土遺物観察表　(１)表２ 出土遺物観察表　(１)
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表３　出土遺物観察表　(２)表３　出土遺物観察表　(２)表３　出土遺物観察表　(２)
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表４　出土遺物観察表　(３)表４　出土遺物観察表　(３)表４　出土遺物観察表　(３)
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